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そ の 4 タ イ ル 寸 法 に よ る 温 度 応 力 の 解 析 同　 鴨 孝之
’2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　小笠原和博
’1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　 網本浩二
’1

　 1 序 　 下地 モ ル タル や張 り付 げモ ル タ ル に き れつ を 入 れ た状態で 、 タイ ル張り付け部分 に 生 じ る温

度応 力の 解折を試みた 。 二 丁掛 または小 口平 の タイ ル の 長辺方向また は短辺方向の 3 種類の 断面を解析対象と し

た 。 解析対象 の 寸法 、 材料 の 物性値 、 数値計算方法 は 、 前報 そ の 2 の 図 1 と表 1 に 説明 し た も の と 同 じ で あ る。

要素分割 とモ ル タ ル 部分 の きれ つ は 、 前報そ の 2 の 図 2 に示 し た 上下面 と中間の モ ル タル部分に約 2cm 間隔 で

きれ つ を入れた モ デ ル を用 い た 。 温度分布 は 、 20 ℃ で 寸法変化が 0 の状態を基準と して 、 図 1の よ うに 高温時

と低温時、ま た 熱移動 の な い 定常状態 と熱移動 の あ る 非定常状態 を設定 し た 。 図 1の 左 が 室 内側で 右が 外気側 で

あ り、 有限要素分割 の 要素 ご とに 温度を
一

定 と仮定 したの で 温度分布が階段状 に な っ て い る 。
コ ン ク リート壁体

の 上 下面の 境界条件 は、 中心部 の 温度 に おける変位 で 与 え た 。

　 2　計算結果 と考察　　　　　図 2 と図 3 はモ ル タ ル の 接合面 に 生 じる応力度 の 計算結果 の 例 で あ る 。 図 4 と

5 は 下地 モ ル タ ル や張 り付け モ ル タ ル の 接合面 に 生 じ る応力度 を 、 そ れ ぞ れ の 面 ご との 最大値 で 表 した も の で あ

る 。 A と B の 面、 ま た C と D の 面は接合さ れ て い るの で 、

接合面 に 垂直 な 方 向の 引張応力度 σ ． と平行な方向の せ ん 断

応 力 度 τ x りは 、 同 じ 値 に な る は ず で あ る が 、 異 な っ て い る

の は 計算誤差 で あ る 。 有限要素法 の 計算結果 は こ の よ うな

誤差 を 含 み 、 誤差 の 無 い 値はA とB 、 また C とD の 中間の

値 で あると考 え られ る。
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　 タイ ル 剥離 の 原因 となる接合面 に 垂直な方向の 引張応力度 σ ． と平行な方向の せ ん断応力度 τ ． y は、 前報の乾

燥収縮に よ る場合よりかな り小 さく、 モ ル タ ル の 靜的強度 よりも小 さい 。 またタイ ル の 寸法 による違 い が少 し出

て い るもの があ り、 こ れらで は二 丁掛 の 長辺方向 の 場合が大 きい 。

　3　ま とめ　　　　　温 度応 力 は 乾 燥 収 縮 応 力 よ り小 さ く、 ま た モ ル タ ル の 静的強度 よ り小 さ い と考 え ら れ る

が 、 温度応力は繰 り返 し作用す る の で 、 接合面 の疲労強度との 関係 で タ イ ル の剥離を検討す る必要が あ る。 な お

接合面上 の接合面 に 平行な方向の きれ つ の 影響は未検討 で ある。
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図　4 　高温時の接合面に 生 じ る応力度

図 3 と 図 4 の 記 号 の 説 明

　 非 定 常 状 態 の 温 度分 布 の 場 合
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　　　　図　 5　低温時 の 接合面 に 生 じ る 応力度

＊ 2 大分大学教授工博

一1200一

0

B　 　 C　 　 D

　 　 長 辺 方

　長辺 方 向

短 辺 方 向

E

A　 　 　BC 　　 D　 　 E

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


